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１．研究計画の概要 
以下の問題の解決への手がかりを得ること
を目指す． 
（１） 線形化問題 
 ｎ次元複素アファイン空間上の可換代数

群の作用は線形な作用と同値であるか？ 
（２） 消去問題 
 X x A1が An+1と同型ならば，X は Anと同型

か？ 

（３）埋め込み問題 
 ｍ次元アファイン空間のn次元アファイン
空間への埋め込みは，標準的な埋め込みと
同値であるか？ 

２．研究の進捗状況 
（１） slice をもつ locally nilpotent 
derivation についての研究が，上記３問題
への解決への重要な手がかりを与えると考
え，locally nilpotent derivation について
の研究を重点的におこなった．その結果， 
locally nilpotent derivation と上記３問題
との関係を明らかにすることができた． 
それにより，線形化問題，消去問題の部分的，
肯定的解決を得ることができた．またさらに
は，ある条件のもとでの，同変消去問題の肯
定的解決も得られた． 
（２）locally nilpotent derivation の研究
は加法群の作用の研究と同値である．加法群
の作用の研究により，An-fibration について
の結果が得られた． 
 
３．現在までの達成度 
○2 おおむね順調に進展している． 
（理由） 
上記３問題の解決は，なんらかのアファイン
空間の特徴づけを得ることなくしてはあり

えないと思われる．多項式環上の locally 
nilpotent derivation の研究，すなわちアフ
ァイン空間上の加法群の作用の研究により，
アファイン空間の特徴づけが他の代数群の
作用と組み合わせることによりいくつか得
られた． 
 
４．今後の研究の推進方策 
（１）多項式環上に G 作用がある場合の 
G 不変な locally nilpotent derivation に
ついての研究をさらに進め，アファイン空間
の構造を明らかにしていく． 
（２）最近，標数 p の体上の多項式環上の
locally nilpotent derivation についての結
果がいくつか発表された．標数０とはかなり
違う世界ではあるが，いろいろ興味深い現象
もあり，標数 pについても標数０で成り立つ
ことがどこまでいえるのか，検証したい． 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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